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東海大学理学部 

数学科同窓会会報 

第五号 

 

【巻頭言】 

「数学科同窓会設立 20 周年記念総会を振り返って」 

1970 年度卒 同窓会事務局長 原田 三行 

 2010 年 3 月 21 日に霞ヶ関 35 階の東海大学校友会館に

て設立 20 周年記念総会を催すことができました。山田正

和会長の挨拶に始まり総会を進行していきました。事務局

から同窓会の運営状況の説明を行い、予算など承認してい

た だ き ま し

た。その後、

懇 親 会 へ と

移 っ て い き

ました。 

来 賓 と し

て 東 海 大 学

同 窓 会 か ら

中村宏会長、

数学科主任教授の渡邊純三先生をお迎えし、祝辞を頂戴い

たしました。 

 

中村昭宏副会長の乾杯のご発声を機に懇親会が和やか

に開始されました。参加者は 60 名を越える卒業生が集い、

昔懐かしい話に花を咲かせていました。また、お元気な川

尻信夫先生もお顔を見せていただき、いつもと変わらずに

卒業生に向かって叱咤激励を頂きました。いつまでも元気

な姿を見せていただきたいものです。引き続き、氏家勝巳

先生、根本精司先生にもご挨拶頂き進行していきました。

あちらこちらで恩師を囲んでの話が盛り上がり、輪が途切

れることは有りませんでした。 

 今回の同窓会総会の出席者は数学科同窓会の二期生で

ある工学部応用理学科応用数学専攻の 66 年度卒の中野雄

次さんを筆頭に 67 年度卒 7 名、68 年度卒 6 名、69 年度卒

11 名、70 年度卒 6 名と団塊の世代超えのメンバーが半数

以上を占めておりました。この年代の人たちは時間的な余

裕ができたのか同期の仲間と声を掛け合い集まっていま

した。卒業以来の仲間との出会いもあり大いに盛り上がり

ました。 

 

 設立当初から事務局に携わってきたものとして 20 年を

振り返って見たいと思います。68 年度卒の故堤敏明先輩

が発起人となり数学科同窓会の設立の機運が高まり、69

年度卒の先輩方の後押しもあり、川尻先生のところに相談

に伺いました。川尻先生からは「同窓会を作るのは簡単だ

が、維持していくのは大変なことだよ、大丈夫！」と繰り

返し言われていたことを思い出します。当初は有志での会

合を繰り返し開き、氏家先生や根本先生にご足労をおかけ

し同窓会の形を整えていきました。 

初代会長には一期生の 65 年度卒の田中暉彦さんにお願

いすることになり 1989 年 11 月 25 日に湘南校舎松前記念

館で、参加者 70 名で設立総会を盛大に開催いたしました。

その後の同窓会の活動としては、卒業式に同窓会説明をお

こない、入会の案内をして 2 名の代議員を決めさせていた

だくと言う、地道な活動を 15 年繰り返しておりました。 

 2004 年 11 月 20 日に理学部設立 40 周年記念祝賀会に合

わせ同窓会総会を開催いたしました。今は亡き稲垣優先生

にご挨拶を頂き、お元気な姿を見せていただきました。 

この総会で、二代目の会長として 69 年度卒の山田正和

さんが選任され満場一致で決定いたしました。審議事項と

しては数学科同窓会賞の授与についての提案があり、審議

され 2004 年度卒業生から実施することになりました。ま

た、会報の創刊に向けて事務局が中心となり、東海大学理

学部数学科同窓会会報編集委員会を立ち上げ、準備するこ

とになりました。 

2007 年 3 月 25 日の卒業式にあわせ、めでたく会報を創

刊する運びとなりました。第二号はその年の 11 月 3 日の

ホームカミングデーと同日開催を決めた総会に合わせて

発行することになりました。例年 11 月 3 日に開催される

ホームカミングデーには5号館3階の数学科に数学科卒業

生が集まれる場所を用意することになりました。湘南校舎
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にお越しの際にはお立ちよりください。毎回会長には出席

を頂いています。このような交流を通じて皆さんの意見を

集約し同窓会の充実に役立てていけたら良いと思います。

以上、雑駁ですが今まで同窓会が歩んできた概要です。 

 

さて、このように同窓会の設立 20 周年記念の総会が開

催できたのも、会員の皆様のご協力とご支援の賜物と感謝

しております。長年、同窓会の事務局を担当させていただ

いておりますが、恩師との歓談、同期との交流と、会員の

皆様に喜んでいただける機会を設けることができ、大任を

果たすことができました。ここに特にご協力を頂いた 80

年度卒坂井和也さん、岡安英文さん、00 年度卒泉水博さ

んに感謝を申し上げます。 

東海大学理学部数学科は卒業生を途切れなく輩出され、

同窓会も一年毎に大きく膨らみ充実していけるものと確

信しています。 

今後とも数学科同窓会をご支援いただきますよう、よろ

しくお願いいたします。 

 

 

【学生時代の思い出】 

1968 年度卒 雨森 昭平 

先般、数学科の同窓会２０周年に参加して、先輩・後輩・

諸教授にお会いでき懐かしく学生時代を思い浮かべまし

た。私は現在、八丈島で小さなスーパーマーケットを営ん

でいます。その折、同級生で４６歳で亡くなった堤 敏昭

君の事を思い出し，帰島後、９月初旬に妻と彼の家へ出掛

けました。と言うのも彼は学生時代、客船で八丈へ向かい

ましたが波が大きく桟橋に付けずに東京に引き返しまし

た。彼は望星塾の主とも言われ、そのまま大学の学務課に

就職し結婚され、それにもめげず新婚旅行に八丈に来てく

れました。その後、福岡の短期大学に転勤し、現在の所に

家を建て２～３年後に亡くなられたとか？残念！！彼の

学生時代を少しでも伝えたくお邪魔しました。現在、奥様

と娘さん（犬猫病院勤務）の二人暮らし，長男は東大の薬

学部を卒業して、今は静岡の薬の会社に勤務しているそう

です。同窓会の会場で、私たち以前の卒業アルバムが無か

ったのを皆も残念がっていましたが、堤君の家にも学生時

代の写真が少なかったので、帰島後、デジカメで白黒の写

真を写して送ってあげました。大変喜んでくれました。団

塊の世代万歳！！これからもよろしくね！！ 

 

【同窓会の活動状況】 

 今年は大イベントの設立 20 周年記念総会を 3 月 21 日

（日）に開催したこと、3 月 25 日の学位授与式で同窓会

賞を加藤 彩子さん、安納 秀佳さんの 2 名に授与したこ

とです。 

 数学科同窓会の会員数は 

2010 年 4 月現在：3778 名です。 

【事務局便り】 

 数学科同窓会の会報は先生方からのメッセージや大学

の現況、さらに懐かしい先生からの思い出など、同窓生に

とって有意義な情報発信できればと思っています。興味の

ある企画などありましたら積極的にお寄せください。卒業

生の一言メッセージを随時募集しています。原稿をお届け

ください。また広告の掲載も募集しています。掲載を希望

される人は下記の連絡先にお問合せください。数学科同窓

会に関するお問い合わせも、下の連絡先までお寄せくださ

い。E-mail でお待ちしています。 

 

連絡先  

〒259-1292 神奈川県平塚市北金目４－１－１ 

東海大学理学部数学科同窓会事務局 

事務局長：原田 三行（70 年度卒） 

e- mail : zharada@ star.tokai - u.jp  

 

同窓会の運営経費は会員皆様の会費によって維持され

ております。一口 2000 円（何口でも可）を次の郵便口座

まで振り込んでいただきますよう皆様のご協力をお願い

いたします。なお、納入者については会報に掲載しご報告

とさせていただきます。 

 

口座番号：１０２００－２５７４７０９１ 

口座名 ：東海大学数学科同窓会 

 

 

【同窓会費納入者名簿】敬称略 

【2009 年度】 

加藤 彩子、安納 秀佳、一重 直、寒河江 由佳、 

郡川 貴子、小林 良章、藤本 圭一、三澤 隆彦、 

森谷 祐司、清水 大輔、日向野 浩一、鈴木 和雄、 

篠田 順也、亀濱 千比呂 

【2009 年度総会にて】 

雨森 昭平、髙橋 良廣、中野 雄次、岡田 誠、 

小林 輝幸、瀬川 良彦、五十嵐 克明、小山 宗彦、 

渋田 恭三、日根 久志、相馬 郁男、谷川 賢城、 

新井 益世、安藤 稔、堀内 登、末永 和雄、 

千葉 彰悟、星野 幸雄、細野 和幸、山田 正和、 

米田 三知子、糸井 守、阪本 尚志、中島 利男、 

山崎 則夫、瀬川 正昭、松尾 久美子、小野 繁夫、 

沢野 重春、手塚 政夫、原田 三行、大熊 雄二、 

北田 雅志、中村 昭宏、武留井 久夫、岡安 英文、 

坂井 和也、岩城 江利子、冨士 接子、山縣 武、 

阿部 輝幸、山本 玉枝、山本 義郎、都地 崇恵、 

荒川 英樹、平出 一剛、山崎 亮一、樋口 典政、 

藤木 崇、泉水 博、大村 綾子、小松 雅征 

ありがとうございました。 
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【2010 年度理学部数学科教員名簿】 

湘南校舎  主任 教授   ﾜﾀﾅﾍﾞ ｼﾞﾕﾝｿﾞｳ 渡邊 純三 

湘南校舎       教授   ｱｶﾏﾂ ﾄﾖﾋﾛ      赤松 豊博  

湘南校舎       教授   ｲﾄｳ ﾀﾂｵ        伊藤 達夫  

熊本校舎       教授   ｲﾜｼﾀ ﾀｶｼ       岩下 孝  

湘南校舎       教授   ｳﾁﾑﾗ ｹｲｽｹ      内村 桂輔  

清水校舎       教授   ｳﾗﾍﾞ ﾏｻﾂｸﾞ     占部 正承  

湘南校舎       教授   ｵｵﾀ ﾏｻﾐ        太田 雅己  

高輪校舎       教授   ｼﾊﾞﾀ ﾏｻﾉﾘ      柴田 正憲  

湘南校舎       教授   ﾀﾅｶ ﾐﾉﾙ        田中 實  

湘南校舎       教授   ﾄﾞｲ ﾏｺﾄ        土井 誠  

湘南校舎       教授   ﾅｶﾞｾ ﾃﾙｵ       永瀬 輝男  

沼津校舎       教授   ﾅｶﾑﾗ ｱｷﾋﾛ      中村 昭宏  

阿蘇校舎       教授   ﾅﾗ ﾁｴ          奈良 知惠  

清水校舎       教授   ﾈｵｲ ﾏｺﾄ        根生 誠  

熊本校舎       教授   ﾊﾔｼ ﾍｲﾏ        林 平馬  

清水校舎       教授   ﾌｼﾞｲ ﾉﾌﾞﾋｺ     藤井 信彦  

沼津校舎       教授   ﾌﾙﾔ ﾔｽｵ        古谷 康雄 

清水校舎       教授  ﾎｿﾉ ｷﾖｼ        細野 潔 

湘南校舎       教授   ﾎﾘｴ ｸﾆｱｷ       堀江 邦明  

湘南校舎       教授   ﾏﾂﾔﾏ ﾄｷｵ       松山 登喜夫  

湘南校舎       教授   ﾔﾏｸﾞﾁ ﾏｻﾙ      山口 勝  

湘南校舎       准教授 ｼﾏ ｱｷｺ         志摩 亜希子  

湘南校舎       准教授 ｾｷｶﾞﾜ ﾋﾛｼ      関川 浩 

湘南校舎       准教授 ﾏｴﾀﾞ ﾖｳｲﾁ      前田 陽一  

沼津校舎       准教授 ﾏﾂﾀﾞ ｶﾂﾐ       松田 克己  

湘南校舎       准教授 ﾔﾏﾓﾄ ﾖｼﾛｳ      山本 義郎  

高輪校舎       講師   ｷﾀﾞ ｹﾝｼ        貴田 研司  

湘南校舎       講師   ﾂｼﾞ ﾀｶｴ        都地 崇恵 

以上 

 

 

【設立 20 周年記念総会写真集】 

 

 
 数学科同窓会設立 20 周年記念総会（2010.3.21） 

 

 二期生、三期生の集団です。益々お元気で活躍を期待し

たいものです。三期生は工学部応用理学科応用数学専攻と

理学部数学科基礎数学専攻の皆さんです。 

 

 

 

 四期生のメンバーです。この年から理学部数学科基礎数

学専攻、応用数学専攻となりました。 

 

 

 

 

 70 年度卒のメンバーです。紅一点は副会長の松尾さん

です。 
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 皆さんカメラ目線で良いポーズです。誰ですか？川尻先

生を独り占めしている人は？ 

 

 

 

 

 次のご挨拶はどなたですか？遠慮せずにどうぞ！ 

 

 

 

 

 

 えー！私が代表してひとこと！ 

 

【お知らせ】 

 ！！ 東海大学ネットに参加しませんか ！！ 

東海大学同窓会のホームページ 

http://www.kouyu.tokai.ac.jp/dousoukai/index.html  

→「同窓生へのサービス」→「東海大学ネット」で内容を

確認することができます。 

 東海大学同窓会が発行する生涯メールアドレス（メール

転送機能）を手に入れ、有効活用いたしましょう。 

 数学科同窓会のお知らせ、連絡等にメールを利用して行

いたいと思いますので、多くの方々に登録をお願いいたし

ます。 

 

【数学科同窓会役員】 

会長   山田 正和 （69 年度卒） 

副会長  松尾 久美子（70 年度卒） 

     中村 昭宏 （76 年度卒） 

事務局長 原田 三行 （70 年度卒） 

幹事   千葉 彰悟 （69 年度卒） 

     沢野 重春 （70 年度卒） 

     坂井 和也 （80 年度卒） 

     岡安 英文 （80 年度卒） 

山本 義郎 （91 年度卒） 

代議員  各年代２名 

会計   泉水 博  （00 年度卒） 

監査   手塚 政夫 （70 年度卒） 

 

 

【編集後記】 

新型インフルエンザ、口蹄疫、熱中症、ゲリラ豪雨と自

然界の異変を感じるのは私だけでしょうか？自己防衛の

ための工夫が求められていると思います。しかし、一方で

は誰でも良かった殺人など、日常当たり前に行動していて

も被害、災害に遭遇する場面があります。また、高齢者の

行方不明など次から次に出てくることなど考えられない

ことです。みな疲弊してぎりぎりの生活を送っているよう

な感じです。少なくも我々は自己管理、自己責任において

前進していきたいものと思います。        （み） 

 

 

 

【発行】 

発行日 2010 年 11 月 3 日 

編集 東海大学理学部数学科同窓会会報編集委員会 

発行人 山田 正和 

発行所 東海大学理学部数学科同窓会 

〒259-1292 

神奈川県平塚市北金目４－１－１ 


